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高大連携による「Hokkaido Study Abroad Program」  令和６年度(2024 年度) 
 

道立高校等の生徒の道内大学への派遣・交流事業（北海学園大学会場） 

 

１.目的 

道立高校等の生徒を道内大学に派遣し、同大学の留学生との英語による交流や、大学の講義 

受講、研究室訪問等を通して、英語によるコミュニケーション力の向上を図るとともに、国際的

な視野を育み、海外と積極的に交流しようとする意欲の向上を図る。 

  

２.主催 

北海道教育委員会、北海学園大学 

 

３.実施時期 

令和６年(2024 年)７月 26 日(金) 

 

４.実施場所 

北海学園大学 国際会議場 

 

５.参加者 

全道の道立高校 14 校から 27 名（１年次９名、２年次 10名、３年次８名）が参加 

 

６.日程 

時  間 内    容 

9:00-9:10  開会式 

9:20-10:40 「大学生と考える留学・海外渡航」              

10:50-12:00 「留学生との文化交流」  

12:00-13:00  昼食 

13:00-13:40 
【ミニ講義１】  

「渡航のすゝめ  外国で暮らし、学ぶことの醍醐味と意味」 

13:50-14:50 「ケースに学ぶ異文化理解・コミュニケーション」 

15:00-15:40 

【ミニ講義２】  

「国際的に対等な人間関係を構築するプログラムのススメ-『世界青年の船』での

学び」 

15:40-16：00  閉会式 
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 事業の様子 

 少し緊張した雰囲気から始まった開会式。北海道教育委員会からの挨拶、事業参加に向けての

心構えについてお話がありました。 

 

  【留学生と考える留学・海外渡航】 

北海学園大学の日本人学生７名が発表者となり、各自の海外渡航での経験を英語で紹介しまし

た。参加者は、様々な留学先や留学形態があること（長期留学、短期語学研修やワーキングホリ

デー、ボランティア活動など）を知ることができました。その後、参加者と大学生が５つのグル

ープに分かれ、留学に関する質疑応答を行いました。参加者からは「リアルな話を聞いて留学へ

の理解を深めることができた。」、「異国で生活することに対して背中を押してもらった。」な

どの感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留学生との文化交流】 

北海学園大学の留学生１名、北海商科大学の留学生１名、北海道大学の留学生４名が参加し、

グループごとに文化交流を行いました。『A Hidden Gem（隠れた宝）』をテーマに、自分の住む

街や地域の魅力を一人ずつ英語で発表しました。生徒たちは、留学生のふるさとの文化に驚くと

ともに、日本の文化に対して新たな気付きを得ることができました。 

参加者からは、「初めて会う人と英語で自分の話をすることができ、本当に留学したような体

験だった。」、「自分の知らない地域の文化を知ることができ、英語でのコミュケーション 

の楽しさも実感した。」などの感想がありました。 

 

 

 

 

大学生による体験発表 グルーブに分かれて質疑応答

大学生による体験発表 

留学生による発表 留学生との交流 スマホを使って自己紹介 
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 【ミニ講義１】（渡航のすゝめー外国で暮らし、学ぶことの醍醐味と意味―） 

北海学園大学経済学部地域経済学科の牛久准教授が講義をしました。外国でのフィールドワー

ク経験を紹介しながら、留学は観光旅行と違い、悲しいことや諍いも起こるが、そのような経験

こそが異文化を知る第一歩となることについてお話しいただきました。参加者からは、「留学で

は、言葉を学ぶだけではなくは、異文化や非日常を学べるものだということがわかった。」、「『異

文化を知ること』とは何かを改めて学んだ。自分にとっての留学の必要性も考え直すことができ

た。」などの感想がありました。 

 

 

  

 

【ケースに学ぶ異文化理解・コミュニケーション】 

高校生交換留学事業（ハワイ州）の引率経験がある伊達開来高校

の太田教諭が留学先で求められる行動について講義をしました。さ

らに、質問時に使える英語フレーズを学習した後、英語で伝える力、

尋ねる力を身に付けるアクティビティを行いました。参加者は、英

語での問答により回答を導き出すクイズを行い、英語力に磨きをか

けました。参加者からは「留学する時の注意点がためになった。」、

「英語を使って伝えることの楽しさ、難しさを改めて学ぶことがで

きた。」との感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛久准教授による講義① 講義を聴く参加者 牛久准教授による講義② 

太田教諭による講義 

アクティビティ（クイズ）により英語力にさらに磨きを 
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 【ミニ講義２】（国際的に対等な人間関係を構築するプログラムのススメー『世界青年の船』

での学び）） 

北海学園大学経営学部経営情報学科の石井教授が、「世界青年の船」への乗船経験を紹介しな

がら、どの国の人とも対等な関係を築くためのヒントについて、講義をしました。参加者からは、

「自分の日常生活、自国の文化を知ることも、異文化理解に繋がると思った。」、「人を理解す

るための重要な考え方を教えてもらった。」などの感想がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会式では、北海道教育委員会から参加者へ修了証を贈呈し、

参加者代表から感想が述べられました。最後に、北海学園大学の

森下学長が挨拶し、「今日、得た学びや経験が、皆さんの夢を叶

え、国際社会で活躍するときにきっと役立つと信じています。こ

れからのよりよい国際社会を築く力にして欲しいと思います。」

とエールを送りました。 

 

 

プログラム全体を振り返って、参加者からは「１日でいろい

ろな体験ができた。」、「大学の雰囲気を味わうことができて

よかった。」、「自分が大学生になった時の姿を想像すること

ができた。」、「もっと異文化を受入れ、新しい自分に出会い

たいと思い、驚くほど留学への意欲が高まった。」、「留学に

対する不安を軽減してくれた気がする。」などの感想がありま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義を聴く参加者 石井教授による講義 

修了証の贈呈 

森下学長による挨拶 


